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相澤病院を受診された患者さんへ 
 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供さ

れることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

研究課題名 
（研究番号） 

 

2 種類の頭皮冷却装置の使用経験―患者の苦痛と脱毛率・看護実践― 

（ 承認 No.2024-093 ）      

当院の研究責任者 
（所属・職名・氏名） 

がん集学治療センター看護科 看護師 笠井亜都子 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 
なし 

本研究の目的 

化学療法誘発性脱毛症は、患者さんの精神的・身体的苦痛が大きいこ

とが知られています。当院では 2023 年から頭皮冷却装置を導入し、化

学療法誘発性脱毛の軽減に努めています。また、当院においては

PAXMANと、RVという2種類の頭皮冷却装置を利用する機会を得ており、

今回の研究では、頭皮冷却療法を実践する中で各装置による違いを明

らかとしたいと考えます。 

この研究により、それぞれの機器による患者さんの苦痛の有無、看護

師の負担の程度、脱毛に対する有効性などを客観的視点から評価し、

患者さんの負担を減らし、看護師の効率的な業務の運用方法を検討し

ます。 

調査データ 

該当期間 

・PAXMAN：使用期間 2023 年 3月から 2024 年 4月まで 

・RV：使用期間 2024 年 4 月から 2025 年 3月まで 

研究の方法 

 

●対象となる患者さん 

乳癌ステージⅢ以下と診断され周術期治療を受けることになった乳癌患者

さんのうち、頭皮冷却療法を希望された患者さん。 

●利用する情報 

電子カルテに記載のある診療記録（冷却療法を受けた際の有効性、有害

事象、検査項目）を利用します 

●研究期間：2025 年 1 月 23 日～ 2026 年 3 月 31 日 

試料/情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

他の機関への試料・情報の提供はありません 

 

個人情報の取り扱い 

利用する情報から個人の氏名、生年月日、 電話番号、また診療情報等、個

人を識別できる情報などの個人情報を削除して患者さんを直接特定できる

情報は削除致します。また、研究成果は学会・論文等で発表を予定してい

ますが、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 

本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません 

 

お問い合わせ先 
相澤病院 がん集学治療センター看護科 看護師 笠井亜都子 

Tel：0263-33-8600(代表) 

備考 
 

 

 


